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雁
の
記

（
高
二
十
七
回
）

荒
牧

澄
多

川
越
散
策
日
記

白
子
川
な
ど
と
合
流
し
、
北
区

の
岩
淵
水
門
で
墨
田
川
に
入
る

延
長
三
四
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

流
域
面
積
四
一
一
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
一
級
河
川
で
す
。
池

袋
か
ら
東
武
東
上
線
に
乗
っ
て

川
越
駅
に
至
る
ま
で
に
い
く
つ

も
の
川
を
渡
り
ま
す
が
、
す
べ

て
新
河
岸
川
に
そ
そ
い
で
い
る

支
流
で
す
。

で
は
、
そ
の
起
点
は
と
い
う

新
河
岸
川
を
探
る
起
点
を
訪
ね
る

今
回
は
、
新
河
岸
川
を
探
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

現
在
の
川
は
、
川
越
の
市
街

地
を
南
西
か
ら
北
へ
、
そ
し
て

南
へ
と
取
り
囲
む
よ
う
に
流
れ

て
い
る
市
民
に
も
っ
と
も
身
近

な
存
在
で
す
。
わ
が
母
校
も
、

初
雁
公
園
を
介
し
て
近
接
し
て

い
ま
す
。

川
越
を
起
点
に
、
不
老
川
、

九
十
川
、
柳
瀬
川
、
黒
目
川
、

と
、
そ
こ
に
は
「
一
級

河
川
新
河
岸
川
起
点
」

と
記
さ
れ
た
石
碑
が
立

っ
て
い
ま
す
。
場
所

は
、
川
越
市
駅
の
西
、

山
村
学
園
の
前
の
道
を

南
西
に
行
き
、
川
越
線

の
踏
切
を
越
え
た
西
側

に
あ
る
八
幡
橋
（
や
わ

た
は
し
）
の
四
〇
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
上
流
で
す
。

橋
に
立
つ
と
に
川
の
合

流
点
が
見
え
ま
す
が
、
そ
の
と

が
っ
た
フ
ェ
ン
ス
の
内
側
に
石

碑
は
あ
り
ま
す
。
地
番
で
い
う

と
上
野
田
町
十
二
番
地
。
こ
こ

が
現
代
の
新
河
岸
川
の
始
ま
り

で
す
。
碑
は
白
御
影
製
で
縦
横

三
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
は
七
〇
セ

ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
な
も
の
で

す
。
よ
く
み
る
と
こ
の
石
に
は

縦
に
線
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
石
を
切
る
と
き
に
鋸

を
い
れ
た
跡
で
し
ょ
う
。
も
う

少
し
き
れ
い
に
仕
上
げ
て
あ
げ

れ
ば
い
い
も
の
を
⋮

右
側
か
ら
流
れ
て
き
て
い

る
の
は
、
狭
山
市
の
笹
井
堰
で

入
間
川
か
ら
分
流
し
た
赤
間

川
。
左
側
の
小
さ
な
も
の
は
、

武
蔵
野
台
地
の
絞
り
水
を
集
め

た
も
の
で
し
ょ
う
。
源
流
を
探

る
旅
は
さ
て
お
き
、
今
回
は
こ

こ
か
ら
下
流
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
合
流
点
は
、
明
治
十
四

年
の
フ
ラ
ン
ス
式
彩
色
迅
速
測

図
に
も
載
っ
て
い
ま
す
。
川
の

流
路
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

道
も
当
時
の
も
の
は
あ
ま
り
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

異
な
る
の
は
、
川
の
西
に
あ

っ
た
八
幡
神
社
が
無
く
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
明
治
四
一
年

明治１４年の八幡橋周辺
（財）日本地図センターに加筆

に
野
田
神
社
に
統
合
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
跡
は
す
で
に
よ

く
分
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
み
な
さ
ん
お
気
づ

き
に
な
ら
れ
た
よ
う
に
、
橋
の

名
前
に
そ
の
面
影
を
留
め
て
い

ま
す
。
長
さ
約
六
・
五
ｍ
、
幅

四
ｍ
ほ
ど
の
小
さ
な
橋
で
す
。

架
け
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
三
一

年
十
二
月
、
銘
板
に
は
「
川
越

市
長

伊
藤
泰
吉
、
土
木
課
長

恩
田
得
也
、
設
計
監
督

猪

鼻
正
明
、
施
行
者

田
村
工
業

所
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
親
柱

は
、
四
十
セ
ン
チ
角
の
柱
の
上

に
笠
を
載
せ
、
そ
の
上
に
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
型
の
小
屋
根
を
つ
け
て

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
多
く
建

て
ら
れ
て
き
た
石
造
の
親
柱
を

意
識
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も

の
で
し
ょ
う
。
な
お
、
仮
名
で

書
か
れ
た
「
や
わ
た
は
し
」
の

「
は
」
の
字
は
わ
ざ
わ
ざ
「
者
」

を
崩
し
た
変
体
仮
名
を
使
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
古
き
時
代
を

求
め
た
名
残
で
し
ょ
う
か
。

八　幡　橋川の起点の石碑

新河岸川起点のある合流点
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発
行
人

会
長

岩
堀

弘
明

事
務
局
川
越
市
六
軒
町
一
─

三
─

十

題
字

吉
沢
翠
亭（
義
和
）

印
刷

（株）
櫻
井
印
刷
所

年
会
費
二
千
円
未
納
の
方
は
、

お
早
め
に
納
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

第
二
十
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

日
時

二
〇
二
二
年
三
月

二
十
四
日
（
木
）
晴
れ

会
場

川
越
カ
ン
ト
ー
ク
ラ
ブ

前
回
に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
し
た

が
、
三
十
七
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
盛
況
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
以
下
の
通
り
で
す
。

優
勝　
　
　
　
　

仲
村
一
夫
様

（
十
六
回
）

準
優
勝　
　
　
　

斉
藤
良
雄
様

三
位　
　
　
　
　

小
峯
昌
一
様

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

（
西
コ
ー
ス
）
四
十
一
小
松
淳
様

（
中
コ
ー
ス
）
四
十
三
馬
場
弘
様

ニ
ア
ピ
ン
賞　
　
　

平
野
満
様

ニ
ア
ピ
ン
賞　
　

粕
谷
孝
志
様

と
い
う
結
果
で
し
た
。

前
回
と
同
じ
く
、
今
回
も
状

況
を
考
え
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
パ
ー
テ
ィ
を
や
め
て
前
半
の

ハ
ー
フ
集
計
で
の
成
績
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
こ

そ
行
動
制
限
の
な
い
ゴ
ル
フ
で
、

心
置
き
な
く
、
笑
顔
で
乾
杯
で

き
る
こ
と
を
を
願
っ
て
い
ま
す
。

川越カントリーで行われた 37名参加のコンペ

梶
田

進
一
（
高
二
十
回
）

部活名 1年⽣ 2・3年⽣ 合計
1 物理 24 44 68
2 吹奏楽 16 41 57
3 料理 28 27 55
4 軽⾳楽 20 33 53
5 古典ギタ⼀ 23 29 52
6 ⽣物 16 20 36
7 美術 6 25 31
8 囲碁将棋 7 24 31
9 クイズ研究 8 20 28
10 化学 7 14 21
11 ⾳楽 3 13 16
12 地学 7 8 15
13 弦楽合奏 6 8 14
14 英語 6 6 12
15 写真 5 6 11
16 放送 3 7 10
17 ⽂芸 3 6 9
18 新聞 3 4 7
19 書道 1 4 5
20 演劇 0 4 4
21 映画視聴覚研究 0 2 2

部活名 1年⽣ 2・3年⽣ 合計
1 蹴球 27 39 66
2 陸上競技 29 31 60
3 バドミントン 15 35 50
4 ラグビー 33 15 48
5 ⼸道 20 25 45
6 ⽔泳 12 32 44
7 庭球 10 29 39
8 排球 11 27 38
9 籠球 4 33 37
10 野球 7 30 37
11 卓球 6 29 35
12 ⼭岳 5 20 25
13 硬式テニス 7 14 21
14 応援 13 7 20
15 剣道 6 7 13
16 柔道 2 10 12

現
役
川
高
生
の
部
活
人
数
構
成
を
比
較
し
て
み
ま
し
た

現
役
の
新
聞
部
の
生
徒
に
よ

る
、
川
越
高
校
新
聞
か
ら
現
在

の
、部
活
の
状
況
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
み
ま
し
た
。

運
動
部
の
人
数
総
数
六
〇
二

名
を
見
る
と
、
蹴
球
部
の
一
位

を
始
め
と
し
て
現
在
の
ス
ポ
ー

ツ
の
人
気
度
に
比
例
し
て
い
る

か
な
と
納
得
す
る
の
と
と
も
に
、

武
道
系
の
柔
剣
道
の
人
数
が
少

な
い
の
が
、
少
し
残
念
な
気
が

し
ま
す
。

文
化
部
総
数
五
二
五
名
の
構

成
を
み
る
と
、
物

理
部
の
一
位
に
次

い
で
、
三
位
に
料

理
部
が
あ
る
の
に

少
し
驚
き
ま
す
。

ク
イ
ズ
研
究
部
な

ど
も
私
た
ち
の
時

に
は
、
想
像
で
き

な
い
部
活
も
あ
る

の
も
、
自
由
な
校

風
の
表
れ
か
と
も

思
い
ま
す
。


